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暖かくなり、たくさん咲き始めた「花」、短歌や俳句などでは、ふつう桜の花をさすことが多い。 

美しいものやかわいらしいものをたとえていうこともある。また、はなやかでさかんなもっとも 

よい時期のことも「花」という。 

「花」を桜の意味で使う言葉はたくさんあります。たとえば「花ふぶき」は桜の花が散る様子を吹雪に 

たとえた言葉。花がすみ・花ぐもりなど・・・・辞書でさがしてみましょう。 

百人一首にもあるよ。 

久方の光のどけき春の日に  

静心なく花の散るらむ  紀 友則 
 

 
 
 

春になって草や木の緑が見え始め、山がのどかで明るくなる様子をいう。春に 

なったことを山が笑って喜んでいるようだと、山を人にたとえてあらわしている。 

  

 

 

 

1・2 年生→１００さつ 

3・４年生→ ８０さつ 

5・6 年生→ ６０さつ 
 

図書室のお仕事をしている影
かげ

浦
うら

で

す。なんでもきいてくださいね。 

石崎小学校 

としょだより 
 

号 

 入学、進級おめでとうございます。桜もちりはじめ、新芽の緑がさわやかな季節とな

りました。みなさんは何で季節を感じていますか？ 

図書室でも季節の本を探してみましょう。 
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おうちのひとと

よんでね 

 

 

みんなで達成しよう！！ 
 

− 写真でわかる季節のことば辞典 第一巻 草もえる 春のことば  学研 より － 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

み
ち 

４ 

 

ま
よ
わ
ず
に 

ひ
と
す
じ
に 

と
り
た
ち
は
と
お
い
く
に
へ
と 

と
ん
で
い
き
ま
す 

 

そ
ら
に
も 

め
に
み
え
ぬ
み
ち
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か 

そ
の
み
ち
を
て
ら
す
の
は 

か
す
か
な
ほ
し
の
ひ
か
り
だ
け
な
の
に 

 

い
そ
が
ず
に 

お
そ
れ
ず
に 

ち
ず
も
な
く
と
り
た
ち
は 

か
な
た
へ
と
と
お
ざ
か
る 

 

谷
川
俊
太
郎 

「
ど
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よ
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白鳥などの冬の渡り鳥たちが去り、春になると、日本にやってくるツバメたち。 

約
やく

５０００キロもはなれた、東南アジアのほうからやってくるらしいのですが、どこを

飛
と

んで、どのくらいかかってやってくるかは、まだ正確
せいかく

にわかっていないようです。ど

うして迷わずに、日本にとんでこられるのでしょう？読んでみませんか？ 

―もう読みましたか？－ 
 


